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様式７別紙  

論文内容の要旨及び論文審査の結果の要旨 

論文題目：ジェルジ・リゲティの作曲過程―電子音楽からクラスター、描写音楽へ― 

 学位申請者 奥村 京子 

 論文審査担当者 

  主査 大阪大学教授 伊東 信宏 

  副査 大阪大学教授 内田 次信 

  副査 大阪大学准教授 輪島 裕介 

                         副査 大阪大学准教授 高安 啓介 

【論文内容の要旨】 

 本論文は、作曲家ジェルジ・リゲティ（1923-2006 年）の作品に関する、資料批判的研究であ

る。リゲティは、国境線が引き直されてルーマニアになったばかりの街に、ハンガリー語を母語

とするユダヤ系の家庭に生まれた。第二次大戦に際して、家族のほとんどはホロコーストの犠牲

になり、本人も強制労働で極めて過酷な状況に置かれたが辛うじて生還する。戦後、作曲家とし

てハンガリーで活動を開始したが、間もなく社会主義下の文化統制によって自由な創作を阻まれ

て亡命し、その直後、西側でセンセーションを巻き起こして以後、20世紀の最前線で活躍し続け

た。 

 本論文は、このリゲティの作品のうち、とりわけ 1950 年代から 70 年代の代表的作品をとりあ

げ、その作曲過程と創作の背景について論じるものである。その際、作曲家自身によるスケッチ、

草稿、自筆稿といった一次資料の検討が重視されており、特にバーゼルのパウル・ザッハー財団

が所有する資料が主たる調査対象であった。以下、全５章の概要を記す。 

 まず第１章はリゲティの伝記的情報から、幼少期の文学体験、夢の記録、作曲家が書いた絵画

などのトピックを取り上げ、彼の音楽の「原風景」が解明される。第２章は、リゲティの友人で

もあった作曲家のクルターグの文章や、リゲティの師との書簡を読み解くことで、西側に亡命し

た作曲家の心理が明らかにされる。この後、以上の背景を踏まえて、具体的作品の検討に入る。

まず第３章は、亡命直後ケルンの電子音楽スタジオで制作されたリゲティの数少ない電子音響作

品「アルティクラツィオン」（1958 年）を取り上げ、その成立過程を明らかにするものである。

そこでは、「音節」「語」「文節」といったものに相当する音響が、切り貼りされ、そこから架空の

言語によるコミュニケーションとしての音響が生み出されてゆくさまが明らかにされる。その架

空言語は、幼少期の空想にも遡るものだった。さらに第４章では西側でセンセーションを巻き起

こしたリゲティの実質的なデビュー作「アトモスフェール」（1961 年）が取り上げられる。この

作品の特徴となる「クラスター」（密集した半音を積み重ねた表出的音響で、リゲティ自身の用語

では「ミクロポリフォニー」と呼ばれた）について、まずその定義や歴史を概観し、さらに同曲



について残されているスケッチ、草稿、完成後の図解などから、その内容が精査される。第５章

は、リゲティのトレードマークともなったクラスターの技法が解体され始める 1970 年代の作品と

して管弦楽曲「サンフランシスコ・ポリフォニー」（1973-74 年）を取り上げる。ここでは彼が実

際にサンフランシスコに滞在した時に接触し、魅了された事物、あるいはサンフランシスコの都

市風景について触れた後、これらの要素が同曲において、どのように表現されているかを解明す

るものである。最後に結論が置かれ、上記の内容を振り返りながら、リゲティの初期の創作の特

徴として、彼の複雑な出自、空想癖、幼少期の体験、亡命という傷跡、などが後の創作の源泉と

なり、徹底的で厳密な手法と結びついて他に例のない作品へと結実していったことが確認される。 

 本文 A4判 169頁に加えて、参考文献表など 14頁から成る。

【論文審査の結果の要旨】 

 学位申請者は、現存するリゲティの自筆譜資料のほとんどを有するスイスのパウル・ザッハー

財団で度重なる調査を行い、その資料を丁寧に読み解き、詳細な研究を積み重ねてきた。その意

義は、すでに学位申請者がリゲティ研究の国際的ネットワークの中で何度かの発表を行い、一定

の立場を確保しつつあることからもうかがえる。 

 今回の博士論文はその集大成であり、貴重な情報を多く含んでいる。たとえば第３章のおける

「アルティクラツィオン」に関して残された資料の整理とその検討は、これまで公にされていな

い幾多の情報を含んでおり、今後の研究にとって大きな意味を持っている。また第４章における

草稿群の検討、あるいは第５章における資料の整理に関しても同様である。 

 だがこれらの検討を超えて、作品の解釈に入ると申請者の議論は多少飛躍するきらいがある。

第３章について言えば、ここで整理された資料群と、「アルティクラツィオン」に関する先行研究

（ヴェヒンガーによる整理、あるいはベンジャミンによる議論）などとの関係が判然としない。

また第４章も資料の整理の後に出てくる「聴覚混合」の話は、興味深いが十分に根拠づけられて

いるとは言えないところがある。 

 また審査においては、これらの３つの作品がどのような観点から選ばれたものであるのかがは

っきり書かれていないという問題も指摘された。それが資料の状況から選ばれたものであるにせ

よ、これらの作品がリゲティの創作において持っている位置についての言及は必要である。また、

そこからさらに、ここで明らかになった初期の創作過程や原理が、彼の作品のどこまでに適用可

能か（1970年代後半のオペラ創作、一時の沈黙を経て彼は後期作品へと向かうが、その後期の作
品にもここで確認された原理は有効なのか、あるいは別の原理が支配するのか）といった議論も

必要になる。

 こういった様々な指摘は、時として作品解釈の根幹にも関わるものであり、本論文にとって決

して小さな問題ではない。だが同時に、ここで解明されたリゲティの創作過程に関する多くの事

実は、現在のリゲティ作品研究にとって、最も実質的で、極めて重要なものであると言える。

 これらを総合的に判断すれば、本論文はリゲティという作曲家の創作に迫る成果を上げており、

博士（文学）の学位にふさわしい価値を有するものと考えられる。 


